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	講演の概要

　ヒマラヤ地域は、地球上で最も生物多様性の高い地域の一つ「ヒマラヤ・ホットスポット」と呼ばれ、高山性植物の多様性と固有率の高さによって特徴づけられる。この地域の植物相に関しては、19世紀以降、主に乾燥標本をもとにした記載分類学的研究が進められ、1950年代後半以降は京都大学、後に東京大学を中心とする日本の学術調査によりさらに詳細な分類学的研究が進められた (Ohba 2002参照)。ヒマラヤ地域では、イギリスのエディンバラ植物園を中心として｢ブータン植物誌 (Flora of Bhutan)｣ がまとめられている。しかし、ヒマラヤ地域の中核となるネパールの植物誌はいまだなく、多くの地域で今なお地域単位での植物相調査と標本収集など基礎的なインベントリー調査が必要な段階である。現在、日本、ネパール、イギリス、アメリカの間で、｢ネパール植物誌 (Flora of Nepal)｣ の出版計画が進められ、講演者も編集委員として参画している。また、多様化が著しい属や種群のモノグラフ的研究も必要であり、講演者も、バラ科キジムシロ属など、ヒマラヤで多様化を遂げた分類群を中心に研究を進めてきた (Ikeda & Ohba 1993, 1999など)。
  一方、1980年代より細胞遺伝学や生態学、解剖学を中心にした分析的研究が進められてきた。その結果、ヒマラヤ高山帯の植物相はユーラシア温帯植物相から派生し、地域固有化したこと、その分散・分断の過程において、第三紀後期から第四紀において繰り返される気候の周期的変動ならびにゴンドワナ大陸衝突後のチベット高原の上昇という2つの地球史上のeventが、個別的な植物群を超えて、植物相単位での分断と種分化に深く係っていることが示唆された。
　近年、DNAを用いた系統生物地理学的研究が盛んに行われるようになってきた。講演者らのグループ（ヒマラヤ植物研究会）も、2000年代以降、キク科（Kita et al. 2004, Liu et al. 2005）、ツリフネソウ属 (Fujihashi et al. 2002)、マンネングサ亜科 (Mayuzmuni et al. 2004)などの分子系統解析を行い、ヒマラヤ－中国西南部地域に固有な種群の成立と地理分布パターンはチベット高原上昇でよく説明できることを示した。また、キジムシロ属Potentilla glabra は、チベット高原において氷期に複数回の分布の拡大・縮小を起こした可能性が高いことを示した（Liu et al. 2009）。
　本セミナーでは、ヒマラヤの植物研究について紹介しつつ、今後の展望について話をしたい。
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